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（平成10 年1 月20 日受付）
小児の食生活環境が食物アレルギーの発症に関連があ





(73. 2% ），卵を含む食品（46. 5% ），牛乳（31.6%),
牛乳を含む食品（24.6% ），魚介類（15.8% ）であった。
食物アレルギーの発症頻度が高かった食生活環境の要因
としては，親の保育経験が l人目の児 (14. 6% ）および





































I歳半検診施設 調査期間 配布数 回収数（回収率）
徳島市保健予防課 平成 9 年10 月～平成10 年 2 月 860 706 (81. 2%) 
今治市保健センター 平成 9 年10 月～平成10 年 l 月 日4 459 (84.%) 
平成10 年4 月～平成10 年6 月
岡山県瀬戸町健康福祉の館 平成 9 年10 月～平成10 年 9 月 146 17 (80.1 %) 
神戸市須磨保健所北須磨支所 平成10 年 1 月～平成10 年10 月 72 62 (86.1 %) 



















発症率は12.0% であった（表 2 ）。厚生省が平成 9 年度
に行った全国規模の食物アレルギ一発症頻度の実態調査









2,49 2,1 (84.%) 
表 2 児の食物アレルギ一発症率と食物除去
食物アレルギ一発症率（設問10) 12.0% 

















去していた（表 3 ）。その主な食物は，卵（73. 2% ），卵













お子さんの性別： 男・女， 年齢： 歳 ヶ月 ， 体重： kg 
ご記入された方とお子さんとの関係：・父 ・母 ・祖母 ・その他（ ） 
以下の質問にお答え願います。
1. ご家庭で，このお子さんの保育は何人目ですか。
. 1人目 . 2 人目 . 3 人目 ・4 人目以降（ 人目）
2. お子さんのご家庭で仕事を持って出ていかれているのはどなたですか。















































































児の保育経験（設問 1 ) 
1人目 14.6% 
2 人目 9.6% 









母乳栄養のみ 13. 7% 
混合栄養（主に母乳栄養中心） 12.8% 





特殊ミルク 51. 7% 
離乳の準備時期（設問 6)
生後 2 か月以前 13.0% 
生後 3 ～4 か月 1.5% 
生後 5 か月以降 13.2% 
離乳の開始時期（設問 7)
生後 4 か月以前 8.5% 
生後 5 か月 1.6% 



















時期が適当」（3. 9% ），「発育が良好のためJ (45. 0%), 
「雑誌や本からの情報J (27.1 % ）というものが多かっ
た。このような早期の離乳開始は，主に母親の判断で行
われており，医師の指導によるものは少なかった。食物






うかを調べた（表 3 ）。親の保育経験が l人目の児の場
合の食物アレルギーの発症率は14.6% と高く，保育経験
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SUMMARY 
Using the method of questionnaires, we surveyed 2,114 infants aged 18 months old to 
know how life and dietary styles are related to incidence of immediate allergic response 
against foods. 12.0% in the surveyed children was found as having immediate allergic 
response against foods, and 91.5% of them omitted foods including hen's egg (73.2%), foods 
containing hen's egg (46.5%), cow's milk (31.6%), foods containing cow's milk (24.6%), and sea 
foods (15.8%). Life and dietary factors of incidence in immediate allergic response against 
foods was found in the surveyed infants who were first time nursing for their parents, or 
who was breast-feeding baby without any bottle-feeding. Early weaning before 4 months 
old was not found as a trigger of incidence of immediate allergic response against foods. 
These results suggested that some factors were present in life and dietary styles to cause 
immediate allergic response against foods in 18 months old infants. 
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